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＜市町村の相談機関など＞
　●各市町村の保健センター
　●各市町村の児童福祉担当課、家庭児童相談室
　　　子育てなど、子供についての相談に応じています。
　●各市町村の社会福祉協議会
　●ファミリー・サポート・センター
　　育児の援助を受けたい人（依頼会員）と育児の応援をしたい人（援助会員）が、お互い会員となって一時的に
　　子供を預かる会員組織です。
　●子育て支援センター
　　地域における子育て支援の中核的施設である保育所に設置された「子育て支援センター」では、子育てに関す
　　る不安や負担感を解消するための相談や情報提供などを行っています。
　●こども家庭センター
　　市区町村の母子保健機能と児童福祉機能が一体的に妊産婦や子育て家庭への相談支援を行い、早期から切
　　れ目のない包括的で継続的な支援を実施することを目的としています。

＜身近な相談者＞
　地域には、子育ての悩みなど身近に相談できる児童委員、主任児童委員、母子愛育班員、家庭教育アドバイザー
　などがいます。
　●児童委員（民生委員と兼務）、主任児童委員
　　児童委員は、担当する地域の子供と妊産婦の福祉に関し、相談に応じるとともに、県福祉保健総合センターや
　　福祉事務所、児童相談所と連携を図り、次のような仕事をしています。

　・担当地域の子供に関する状況の把握
　・保護や指導を必要とする子供の発見・通告、子供とその家庭の調査・指導
　・里親制度のＰＲ、里親申込希望者の発見
　・「子ども会」など児童健全育成活動への援助

　　主任児童委員は、子供に関する事項を専門的に担当し、地域を担当する児童委員と一体となって活動します。
　　児童委員、主任児童委員には守秘義務が課せられtていますので、相談の秘密は守られます。

　●母子愛育班員（埼玉県支部（母子愛育会埼玉県支部））
　　愛育班活動とは、健康づくりを目標にした住民自身による活動です。
　　妊産婦、乳幼児死亡の減少を目標に地域ぐるみで取り組んだ活動から、現在は、地域に住むすべての人を対象
　　にして、健康で住みよいまちづくりを目指し、行政とともに訪問活動などを展開しています。その活動する人
　　を母子愛育班員と言います。
　　なお、母子愛育班員は、活動の中で知った個人や家庭の事情を、他の人に話しません。

　●埼玉県家庭教育アドバイザー
　　家庭の教育力の向上を図るとともに、子育て中の親を支援する目的で養成している。
　　「親の学習」講座等のファシリテーターとして、学校や公民館などへ派遣している。
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